
行政・生協懇談会のようす。４１名が参加しました。 

峰岸会長と中山総務局長のあいさつ、参加者紹介のあ

と木村副会長の音頭で乾杯。 

 
 

 

 

 

 

 

恒例となっている「行政・生協懇談会」を４月１

０日、群馬ロイヤルホテルを会場に開催しました。

この懇談会は、群馬県の人事異動後のこの時期に、

生協が日頃指導・協力をいただく関係部局の幹部の

皆さんとの交流・懇談を行なっているものです。 

行政から中山博美総務局長、榛沢保男消防防災課

長、堀越一男県民センター所長、高橋真食品安全課

長、武井祥一薬務課薬事グループリーダー、堀口修

環境政策課長、吉田孝男蚕糸園芸課長に出席してい

ただきました。生協は１２生協と県連から３４名の

役員・幹部職員が参加して懇親を深めました。 
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新生協では産直活動にも力を入れていきます。 

（３月に開催された「生産者・消費者交流会」の模様） 

 

 

 

 

 

 

４月１日、生協パル群馬と渋川市生協が合併し新生協「生活協同組合パルシステム群馬」がス

タートしました。新生協は「私たちは、協同の力で、心豊かにいきいきと暮らせる地域社会を

創ります」を理念に掲げ、初年度は供給高３０億５千万円、新規組合員７，０００人の加入を

めざしています。 

組合員活動は、高崎前橋・渋川・東吾妻・西吾

妻・伊勢崎太田の５つの地域の地区運営委員会（仮

称）を基礎単位として、７月から統一化してスタ

ートします。そのために現在、「組合員活動検討委

員会」をもって検討をすすめています。 

そのほか、理事研修会や総代学習会を開催して

組合員リーダーの養成をはかるとともに、第１期

中期計画（2008～2010年度）策定の論議もすすめ

ることにしています。中嶋専務理事は「群馬の地

で真に組合員のくらしに役立つ組織をめざし、役

職員一丸となって頑張っていきます。」と新生協ス

タートの喜びと抱負を語っていました。 

 

 

 

各生協から県連に寄せられた通常総代会の開催予定は以下のとおりです。 

 

 生 協 名   月 日 （曜）      時  間      会    場 

利根保健生協  ５月２５日（金） ９：３０～１６：００ 利根沼田文化会館 

群馬大学生協     ２６日（土） ９：３０～ 荒牧キャンパス 

生活クラブ生協     ２６日（土） １０：００～１２：００ 生活クラブ玉村本部センター 

群馬中央医療生協     ２６日（土） １３：００～ 勤労福祉センター 

はるな生協     ２６日（土） １３：００～１６：３０ 高崎労使会館 

北毛保健生協     ２６日（土） １３：３０～17：００ 渋川市中央公民館 

群馬県庁生協      ２９日（火） １４：００～１６：００ 群馬県公社ビル 

群馬県学校生協     ３０日（水） １４：００～１６：３０ ロイヤルチェスター前橋 

高経大生協     ３０日（水） １７：３０～ 三扇会館 

コープぐんま  ６月  ７日（木） １０：３０～１３：００ 伊勢崎市文化会館 

ぐんまよつ葉生協     １６日（土） １０：００～１１：３０ おおたレインボープラザ 

パルシステム群馬     １６日（土） １１：００～１３：００ グリーンドーム前橋 

ぐんま自然派生協     １７日（日） １０：００～１2：００ 伊勢崎市民プラザ 

全労済県本部  ７月３１日（火） １４：００～ 前橋テルサ 

太田専門学校生協  ６月下旬予定   

学園マイネ     

 



 

石田先生のお話に熱心に聞き入る参加者。お話しの後、お母さんたちからたくさんの質問が出されました。 

講師の石田清人先生 

 

 

 

 
 

 

 女性協では、今進められようとしている教育改革とは何か、また

教員免許１０年更新制など教育関連３法案の内容を知り、一人ひと

りが考える事が大切と、学習会を開催しました。 

 講師には全群馬教職員組合の石田清人先生を迎え、現在の子ども

達や学校の様子をはじめたくさんの資料をもとに、全国一斉学力テ

ストの問題点や、圧倒的多数の専門家・国民の反対を押し切り教育

基本法を改悪した理由を解き明かし、『子どもが安心して生きられ

る条件をつくるのが大人の役割』であると熱く語っていただきまし

た。 

会場には就学前のお子さん連れの若いお母さんや、孫が通ってい

る学校の様子を知りたいと４２名の参加があり、質問も次々と出され、

もっとお話しを聞きたいとの声がありました。 

 アンケートには――“知らない間に大切なことが決められ恐い”“マスコミの事件報道は一方

的で危険”“現場の先生の話が聞けてよかった”――など、多くの感想が寄せられました。 

（女性協会長 林 かの子） 

 

 

 

 

 

４月９日、県連は第１回災害対策協議会を開催し２００７

年度の取り組みなどを確認しました。今年度、災害対策協

議会は、大規模災害を想定した研修会や訓練、マニュアル

の点検整備、自治体と県連・会員生協との防災協定締結の

推進と見直し、緊急車両登録の促進、群馬県総合防災訓練

への参加などを行うことにしています。 

←昨年の総合防災訓練（県との防災協定に基づく救援物資輸送訓練に出動） 



 

 
 

 

 

 女性協は4月9日、ＪＡぐんま女性組織協議会（小

池はるみ会長）の役員と第 1回交流会を開催し、そ

れぞれの活動のようすや共同参画などについて意見

交換を行ないました。理事会など意思決定の場では

まだまだ男性中心となっているなどの共通点がある

ことが分かりました。 

ＪＡぐんま女性組織協議会の皆さんからは、農産物

直売所では女性自ら作付けし販売してはじめて自分

の収入を得ることができ、それが生きがいとなって

いる人も多いなどのお

話しを聞かせていただ

きました。 

またＪＡぐんま女性組織協議会の皆さんが自慢の惣菜や漬物、

新鮮な野菜を持ち寄り、それをいただきながら和やかで楽しい交

流会となりました。 

林かの子県連女性協会長は「これからも地域づくりや組合員活

動などを交流する事を通して共同参画の取り組みの充実につなげ

ていけたらと考えています」と語っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月24日 女性協懇談会（ぐんまよつ葉生協） 

26日 第４回ぐんま食の安全安心県民ネット 

ワーク設立準備会 

27日 県消団連幹事会 

28日 映画『日本の青空』（群馬会館ホール） 

5月 7日 県連事務局会議 

9日 女性協議会運営委員会 

15日 第２回組織部会 

17日 第７回理事会 

21日 県消団連総会 

22日 内閣府国民生活局「消費者支援功労者

表彰」（峰岸会長） 

24日 地球温暖化防止ぐんま県民会議総会 

25日 利根保健生協総代会 

26日 群馬中央医療・北毛保健・はるな・群

大・生活クラブ 各生協総代会 

29日 前橋市消団連総会 

〃  群馬県庁生協総代会 

30日 ぐんま食の安全安心県民ネット 

ワーク設立総会 

 

報告する林会長（右から 3人目）と県連女性協

運営委員の参加者 

ＪＡ女性協小池会長（左）や皆さ

んが持ち寄った自慢の野菜料理を

いただく参加者 

「ぐんま食の安全･安心県民ネットワーク」の設立を記

念して、群馬県とネットワークの共催で下記のイベン

トが開催されます。 

■日時：５月３０日（水）13:30～16:00 

■場所：前橋問屋町センター（予定） 

■内容 
 第一部 ぐんま食の安全・安心県民運動推進に

向けた取組み報告 

 第二部 基調講演『食の安全・安心を考えよう

～消費者、生産者、事業者の役割～』 

   講師：神田敏子氏（全国消団連事務局長） 

 第三部 パネルディスカッション 

■参加対象：一般県民及びネットワーク会

員の団体構成員 
 


